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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第71期 

第２四半期 
連結累計期間 

第72期 
第２四半期 

連結累計期間 
第71期 

会計期間 
自平成29年４月１日 
至平成29年９月30日 

自平成30年４月１日 
至平成30年９月30日 

自平成29年４月１日 
至平成30年３月31日 

売上高 （千円） 4,531,783 5,328,167 9,283,542 

経常利益 （千円） 371,393 470,053 599,825 

親会社株主に帰属する四半期 

（当期）純利益 
（千円） 253,807 322,704 429,249 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 261,163 342,101 429,178 

純資産額 （千円） 4,270,250 4,685,377 4,370,945 

総資産額 （千円） 7,561,887 8,414,261 8,065,240 

１株当たり四半期（当期）純利益 

金額 
（円） 317.04 408.20 538.74 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 56.0 55.3 53.9 

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 8,124 △130,859 363,478 

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △85,128 △55,809 △129,106 

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △31,932 △32,345 △105,427 

現金及び現金同等物の四半期末 

（期末）残高 
（千円） 1,619,872 1,638,793 1,857,648 

 

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 182.24 206.54 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、豪雨や台風・地震などの自然災害の影響はありましたが、企

業収益の改善や雇用情勢の改善が継続し、緩やかな回復基調が続きました。

 しかしながら、米国の通商政策をめぐる不確実性の高まりや為替・金融市場の変動などが懸念され、依然として

先行き不透明な状況で推移しております。

  このような状況の中にあって当社グループは、営業部門におきましては、営業活動の効率化と高度化を推進し、

売上拡大に鋭意努力してまいりました。

  生産工場及び工事工場におきましては、安全第一のもと、技術の伝承を進めると共に品質の向上やコスト削減を

推し進めてまいりました。

  研究開発などの技術部門におきましては、新技術、新製品・新商品の開発ならびに既存技術の向上に取り組んで

まいりました。

  また、海外子会社におきましては、販売体制の強化に努めてまいりました。

 その結果、当第２四半期連結会計期間末の財政状態及び当第２四半期連結累計期間の経営成績は、以下のとおり

となりました。

 

①財政状態

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ349百万円増加し、8,414百万円となりまし

た。

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ34百万円増加し、3,728百万円となりまし

た。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ314百万円増加し、4,685百万円となりま

した。

 

②経営成績 

  当第２四半期連結累計期間の売上高は5,328百万円（前年同四半期比17.6％増）となりました。損益面におきま

しては、営業利益は461百万円（同26.0％増）、経常利益は470百万円（同26.6％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は322百万円（同27.1％増）となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

 工事施工は、積極的な提案型営業と高度技術の提供、徹底したコスト削減の実行により、受注拡大に努めました

結果、粉砕ミル工事の受注は減少しましたが、トッププレート工事、連続鋳造ロール工事、プラズマ粉体肉盛工

事、鉄鋼関連の保全工事の受注が増加したことにより、売上高は3,401百万円（前年同四半期比2.7％増）、セグメ

ント利益は497百万円（同4.9％増）となりました。 

 溶接材料は、直販体制の優位性を活かし、新規顧客の開拓と既存顧客の更なる深耕による販売力強化に努めまし

た結果、当社の主力でありますフラックス入りワイヤなどの製品の売上高は229百万円（前年同四半期比12.0％

減）、また、商品のアーク溶接棒、ＴＩＧ・ＭＩＧなどの溶接材料の売上高は435百万円（同10.7％増）となり、溶

接材料の合計売上高は664百万円（同1.7％増）、セグメント利益は103百万円（同9.5％減）となりました。

 環境関連装置は、自動車産業用粗材冷却装置等の受注が増加したことにより、売上高は869百万円（前年同四半期

比162.6％増）、セグメント利益は125百万円（同85.2％増）となりました。

 その他は、自動車関連のダイカストマシーン用部品の受注が増加したことにより、売上高は392百万円（前年同四

半期比66.8％増）、セグメント利益は25百万円（同87.1％増）となりました。 
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（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ218百万円減少し、1,638

百万円となりました。

 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

 営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益470百万円に減価償却費の計上

58百万円、仕入債務の増加92百万円などの資金増加要因がありましたが、賞与引当金の減少67百万円、売上債権の

増加492百万円、たな卸資産の増加78百万円、法人税等の支払額79百万円などがあり、130百万円の支出（前年同四

半期は8百万円の収入）となりました。

 投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有形固定資産の取得による支出51百万円などがあり、55百

万円の支出（前年同四半期は85百万円の支出）となりました。

 財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、配当金の支払による支出26百万円などがあり、32百万円の

支出（前年同四半期は31百万円の支出）となりました。

 

（３）経営方針・経営戦略等

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、29百万円であります。

 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,604,000

計 2,604,000

 
②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 801,000 801,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

 単元株式数
100株

計 801,000 801,000  ―  ―

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 801,000 ― 484,812 ― 394,812

 

（５）【大株主の状況】

    平成30年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％） 

特殊電極従業員持株会 
兵庫県尼崎市昭和通２－２－27 
特殊電極株式会社内 

58,100 7.34 

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１－４－10 44,600 5.64 

株式会社コムシス 大阪市中央区道頓堀２－２－20 30,700 3.88 

株式会社ブロードピーク 東京都豊島区西池袋１－４－10 25,200 3.18 

丸田 稔 長野県上伊那郡箕輪町 20,000 2.52 

大野 昌克 兵庫県伊丹市 19,000 2.40 

坂西 啓至 大阪府吹田市 17,000 2.15 

宮田 純子 兵庫県伊丹市 17,000 2.15 

株式会社ユニ・ロット 大阪市中央区淡路町２－６－11 16,900 2.13 

福田  博 大阪府豊中市 16,800 2.12 

計 － 265,300 33.55 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

10,400
― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

790,100
7,901 ―

単元未満株式
普通株式

500
― ―

発行済株式総数 801,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,901 ―

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式

数（株）
他人名義所有株式

数（株）
所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

特殊電極株式会社

兵庫県尼崎市

昭和通二丁目

２番27号

10,400 ― 10,400 1.30

計 ― 10,400 ― 10,400 1.30

（注）株主名簿上は当社名義株式が10,452株あり、当該株式のうち52株は上記「発行済株式」の「単元未満株式」

欄に含めております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,057,648 1,838,793 

受取手形及び売掛金 3,004,953 3,584,629 

電子記録債権 469,827 383,965 

商品及び製品 517,528 560,425 

半成工事 474,288 499,499 

原材料及び貯蔵品 85,534 99,697 

その他 61,473 82,073 

貸倒引当金 △22,061 △21,854 

流動資産合計 6,649,193 7,027,229 

固定資産    

有形固定資産 971,393 959,903 

無形固定資産 18,885 15,727 

投資その他の資産 425,767 411,401 

固定資産合計 1,416,047 1,387,032 

資産合計 8,065,240 8,414,261 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,260,644 2,352,758 

短期借入金 60,000 60,000 

未払法人税等 92,769 137,628 

賞与引当金 242,855 175,703 

工事損失引当金 10,204 6,636 

その他 278,741 257,532 

流動負債合計 2,945,216 2,990,258 

固定負債    

退職給付に係る負債 578,826 568,266 

その他 170,253 170,359 

固定負債合計 749,079 738,625 

負債合計 3,694,295 3,728,884 

純資産の部    

株主資本    

資本金 484,812 484,812 

資本剰余金 394,812 394,812 

利益剰余金 3,578,196 3,873,231 

自己株式 △40,268 △40,268 

株主資本合計 4,417,552 4,712,587 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,536 23,172 

為替換算調整勘定 1,634 1,030 

退職給付に係る調整累計額 △85,173 △79,533 

その他の包括利益累計額合計 △73,003 △55,331 

非支配株主持分 26,395 28,120 

純資産合計 4,370,945 4,685,377 

負債純資産合計 8,065,240 8,414,261 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 4,531,783 5,328,167 

売上原価 3,268,543 3,968,290 

売上総利益 1,263,239 1,359,877 

販売費及び一般管理費 ※ 896,963 ※ 898,406 

営業利益 366,276 461,470 

営業外収益    

受取利息 215 215 

受取配当金 1,743 1,892 

駐車場収入 1,225 1,445 

その他 3,417 5,893 

営業外収益合計 6,602 9,447 

営業外費用    

支払利息 400 405 

為替差損 627 － 

駐車場収入原価 428 459 

その他 27 － 

営業外費用合計 1,484 864 

経常利益 371,393 470,053 

特別利益    

固定資産売却益 819 649 

特別利益合計 819 649 

特別損失    

固定資産除却損 185 307 

特別損失合計 185 307 

税金等調整前四半期純利益 372,028 470,395 

法人税、住民税及び事業税 96,898 121,230 

法人税等調整額 23,111 24,162 

法人税等合計 120,009 145,392 

四半期純利益 252,019 325,003 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△1,788 2,299 

親会社株主に帰属する四半期純利益 253,807 322,704 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 252,019 325,003 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,532 12,636 

為替換算調整勘定 2,252 △1,178 

退職給付に係る調整額 5,359 5,640 

その他の包括利益合計 9,144 17,097 

四半期包括利益 261,163 342,101 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 261,835 340,376 

非支配株主に係る四半期包括利益 △671 1,724 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 372,028 470,395 

減価償却費 57,621 58,275 

賞与引当金の増減額（△は減少） △67,653 △67,167 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,459 △2,456 

受取利息及び受取配当金 △1,959 △2,108 

支払利息 400 405 

売上債権の増減額（△は増加） △49,625 △492,043 

たな卸資産の増減額（△は増加） 39,177 △78,378 

仕入債務の増減額（△は減少） △117,206 92,085 

未払金の増減額（△は減少） △48,148 △2,052 

その他 8,813 △29,585 

小計 217,908 △52,628 

利息及び配当金の受取額 1,893 2,060 

利息の支払額 △397 △405 

法人税等の支払額 △210,911 △79,886 

長期預り金の返還による支払額 △368 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,124 △130,859 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △82,161 △51,835 

有形固定資産の売却による収入 819 650 

無形固定資産の取得による支出 △1,952 △3,262 

投資有価証券の取得による支出 △1,834 △1,242 

その他 － △119 

投資活動によるキャッシュ・フロー △85,128 △55,809 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000 － 

リース債務の返済による支出 △5,940 △5,940 

配当金の支払額 △27,842 △26,405 

非支配株主からの払込みによる収入 31,850 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,932 △32,345 

現金及び現金同等物に係る換算差額 497 159 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,438 △218,855 

現金及び現金同等物の期首残高 1,728,310 1,857,648 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,619,872 ※ 1,638,793 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間 
（自  平成29年４月１日 

  至  平成29年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間 
（自  平成30年４月１日 

  至  平成30年９月30日） 

給与及び手当 278,889千円 291,574千円 

賞与引当金繰入額 95,715 93,116 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成29年４月１日
至  平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成30年４月１日
至  平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 1,819,872千円 1,838,793千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000 △200,000

現金及び現金同等物 1,619,872 1,638,793
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日  至平成29年９月30日） 

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 28,019 35.0  平成29年３月31日  平成29年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月27日
取締役会

普通株式 28,019 35.0  平成29年９月30日  平成29年12月７日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日  至平成30年９月30日） 

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 27,669 35.0  平成30年３月31日  平成30年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月26日
取締役会

普通株式 27,669 35.0  平成30年９月30日  平成30年12月７日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  工事施工 溶接材料 環境関連装置 計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
3,311,620 653,575 331,210 4,296,405 235,378 4,531,783 － 4,531,783 

セグメント間の

振替高 
－ 182,354 － 182,354 25,988 208,342 △208,342 － 

計 3,311,620 835,929 331,210 4,478,759 261,366 4,740,126 △208,342 4,531,783 

セグメント利益 474,457 114,630 67,918 657,006 13,564 670,570 △304,294 366,276 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向け

のアルミダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△304,294千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  工事施工 溶接材料 環境関連装置 計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
3,401,241 664,523 869,901 4,935,667 392,500 5,328,167 － 5,328,167 

セグメント間の

振替高 
－ 168,346 － 168,346 29,077 197,424 △197,424 － 

計 3,401,241 832,870 869,901 5,104,013 421,578 5,525,592 △197,424 5,328,167 

セグメント利益 497,942 103,756 125,789 727,487 25,381 752,869 △291,398 461,470 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向け

のアルミダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△291,398千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 317円04銭 408円20銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 

（千円）
253,807 322,704

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
253,807 322,704

普通株式の期中平均株式数（株） 800,548 790,548

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

    平成30年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

  (イ）配当金の総額………………………………………27,669千円

  (ロ）１株当たりの金額…………………………………35円00銭

  (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月７日

  （注） 平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    平成30年11月９日

特殊電極株式会社    

取締役会 御中    

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千  﨑   育  利  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉  村   康  弘  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている特殊電極株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、特殊電極株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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